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【背景・目的】 4 年次に配置された連携総合ゼミは連携

教育の集大成の科目と位置付けられ毎年実施されている

が、本年度は学内及び学外からの参加者がこれまでで最も

多く、また事例数も 18 事例と年々増加し国内外の他大学

の学生や教員も数多く参加し、これまでで最高の参加数

204 名となり大盛況に修了することができた。 
連携総合ゼミの参加者に実施されるアンケートは参加

学生に毎年実施されている事前事後アンケートのほかに、

教員と学生を対象にオリエンテーションから事例やグル

ープメンバーとの関係、自身のゼミへの貢献度や満足度、

支援策の立案状況など具体的なゼミの内容についてのア

ンケート調査を実施している（図 1 参照）。 
 また、毎年開催内容とアンケート結果を振り返り検討を

重ね次年度に新たな試みをプラスし改善を行ってきた。 
 
【方法】 2019 年度連携総合ゼミに参加した本学学生、大

学院生、国内・海外大学参加学生 111 名を対象とし、連携

総合ゼミ最終日の発表会後にアンケート用紙を配布し、そ

の場で回収した。回収率 100％であった。比較のための

2018 年度アンケート 102 枚と合わせて計 213 枚を分析対

象とした。解析は SPSS Statistics 26 を使用した。 
 
【結果】 2019 年度連携総合ゼミの参加学生の所属学科は

義肢装具、臨床技術、作業療法、理学療法、言語聴覚、社

愛福祉、健康栄養、看護、視機能科学、健康スポーツ、医

療情報の 11 学科と大学院生であった。また国内からは新

潟薬科大学、日本歯科大学、日本歯科大学短期大学、新潟

リハビリテーション大学から 23 名の参加を得た。国外か

らはアンヘレス大学、サントトマス大学、国立陽明大学、

中山医学大学から 14 名の学生の参加を得た。図 1 に 2019
年度と 2018 年度のアンケート結果を示した。「先生はい

つも見守ってくれた」の項目を除く 12 項目すべてが 2019
年度は高値を示し、図 1 の T 検定の結果、「グループに貢

献できた」（＜.01）、「対象者中心の支援策を立案できた」

（＜.05）の 2 項目が有意に 2018 年度より高値を示した。 
 
【考察】 2019 年度の連携総合ゼミでは新たな試みが 3 点

あった。①6 つの新事例が加わり 18 事例（うち 4 事例が

英語発表）、②海外見学者の増加と海外参加教員との交流、

③入試広報課の支援による広報活動の強化（HP、新潟日

報掲載）の 3 点であった。また、これまでの継続イベント

として、海外参加者との交流の場であるコーヒーハウスの

開催や同窓会からの卒業生の参加が得られ、学生の支援を

得ることができた。特に「対象者中心の支援策を立案でき

た」につながったのは中間にラウンドしてくれる卒業生の

アドバイスが大きい。グループ内のメンバー構成は、必ず

しも必要な職種が加わっているとは限らず、不足する職種

によるアセスメントや対象者へのアプローチについて考

えるヒントを実際の専門職から得られることは貴重であ

る。また、協力教員も参加することで、専門的な話を聞く

機会となっている。2019 年度は教員参加数も過去最高の

80 名（本学教員 50 名、他大学 30 名）で、他大学、海外

参加者も含めて多くの教員からアドバイスを得られた。 
「私はグループに貢献できた」は例年、低値（2018 年

4.11）であるが 2019 年度は 4.46 と高くグループ内で自

職種の考えを述べ、支援策の立案に貢献できたと考えられ

る。しかし、例年、海外参加者のアンケートでは貢献度は

低く評価されていることが多いため、高値を示す海外参加

学生の参加数が多かったこともあり、海外学生の値が反映

されていたとも考えられ、学生の所属別に再評価する必要

があると思われた。実際に 2018 年度の連携総合ゼミにつ

いて海外学生と国内学生のアンケート比較を実施したと

ころ「グループに貢献できた」は海外学生が 4.47 と有意

に高値を示した（＜.05）。「メンバーはお互いに助け合っ

た」や「私は他のメンバーから学んだ」はいずれも 48.4、
「メンバーはお互いを尊重しあった」48.3 と高得点で例

年通りの結果であった。 
 
【結論】 終了時アンケートからは、「対象者中心の支援策

を立案できた」と「私はグループに貢献できた」の 2 項目

が昨年度より有意に高い評価となった。そのほかのポイン

トはほぼ例年通りであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

t 値 自由度
有意確率
(両側)

平均値
の差

差の標準
誤差

95% 信頼
区間下限

95% 信頼
区間上限

グループに
貢献

等分散を仮
定する

3.219 0.074 -3.767 210 0.000 -0.356 0.094 -0.542 -0.170

等分散を仮
定しない

-3.766 208.721 0.000 -0.356 0.094 -0.542 -0.170

対象象者中
心の支援策

等分散を仮
定する

17.172 0.000 -2.598 211 0.010 -0.210 0.081 -0.370 -0.051

等分散を仮
定しない

-2.568 186.697 0.011 -0.210 0.082 -0.372 -0.049

表1　独立サンプルの検定
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図1連携総合ゼミアンケート2019年、2018年の⽐較
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